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CALL教室を利用した英語授業

増木啓二｝

English Lessons Uti1izing the CALL System

Ke功i MASUKI＊

宴旨

平成2年より使用してきたLL教室に替わって平成17年10月にCALL教室（Computerassisted La㎎uage Learni㎎

『コンピュータ支援による言語学習」システムを備えた語学教室）が本校に設置された。これにより、従来の聞く・話すと

いう音声面の演習における活用に加え、英文法や英作文演習での活用、インターネットやオンライン教材の利用など

が可能となった。以来、本校では本科一般科目英語の授業を中心に、CALL教室をさまざまな形で活用してきた。本

稿では、筆者が主として担当した平成19年度の授業を中心に、本校におけるCALL教室の活用状況、学生の反応

等について報告する。

キーワード：CALL教室、英語学習、e－Leami㎎

1．はじめに：本校CALL教室の概要

教室は従来のLL教室を使用し、機器・システムを更新

した。学生用には、48台のパソコン、モニタ、ヘッドセッ

ト、2名に1台の中問モニタがある。各パソコンはCALL

教室用サーバを通じて学内ネットワークに繋がっており、

Webぺ一ジを見ることもできる。音声機器に関しては、

従来の機械式レコーダではなく、ソフトレコーダ（パソコ

ンソフト上の録音再生装置）になっている。教員用パソコ

ンでは各学生のパソコンのモニタリングや制御が可能で

ある。また、e一し鮒ni㎎用教材を作成するためのソフトウ

ェア『作って教材」もある。これは学内ネットワークを通じ、

研究室にある教員の個人用パソコンからも使用すること

ができる。他の設備としては、プロジェクタやマイク、スピ

ーカ、教材提示装置等があり、プレゼンテーション等の

活動にも利用可能である。

2．平成19年度の授業例

平成19年度筆者が担当した科目のうち2科目につい

2009年8月20日受理

＊総合工学システム学科一般科日文系

（Dep航ment oHndustrial Systems Eng㎞eering：Liber創Aれs）

て、そのCALL教室活用の詳細（①内容、②学生の反

応とその分析、③問題点と対策、④展望）を報告する。・

21平成19年度「英言高表現I」（1年、通年2単位）

①内容

同科目では、英語表現の基礎となる英文法の解説と

演習を中心に授業を展開した。主たる教科書は文法間

題集（‘‘H㎜’est E㎎lish Gramar in25Less㎝s”桐原書

店）で、普通教室における授業が主だったが、月1～2

回のぺ一スでCALL教室での授業を入れた。

CALL教室での授業で使用した教材は、副教材の英

文法問題ワークブック（r書いて覚えるパターンプラクテ

ィス」桐原書店）であった。このワークブックは本来、授

業や家庭での復習用を想定したもので、CALL教室で

使う必然性は特になかったが、家庭学習したものをパソ

コンで答えあわせする、という形で使用した。普通教室

では一斉学習がほとんどであるのに対し、CALL教室で

はパソコンを使用した個別学習の形態になるので、単調

になりがちな問題演習にアクセントをつけられ、またでき

るだけ多くの練習問題にあたらせることもできる、と考え

ての導入であった。なお、文法間題演習のための使用

であるので、従来のLL機能（聞き取り、会話演習等）は

活用していない。

 （i）準備

教員がワークブックの問題文と解答、解説を『作って
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教材」を使って事前に教員用パソコンに打ち込み、問題

を用意しておく。（基本的にはワークブックと同じ問題で

あるが、解答の仕方をパソコン用に若干アレンジしてい

る。解説は教員の．自作で、適宜入れている。また、解答

の時間制限を設けたり、合格点を設定したりしている。）

 （五）授業

 学生は、事前に宿題として範囲指定されていた単元

の問題を、パソコン上で解答していく（選択肢から選ぶ、

解答を入力する、など）。制限時間内に「採点」を押して

r合格」r不合格」の判定を受ける。r解説」を見て正答を

確認し解説を読む。ワークブックの自分の解答を丸付け、

訂正する。次の問題へと進む（以降同様）。教員はその

間、学生の画面をモニタリングしたり、学生の質問を受

けたりしている。授業後．、学生はワークブックそのものを

提出する。

 （血）事後処理

 教員は、後日教員用パソコンに記録された学生の得

点や受講状況等のデータを引き出し、小テスト点として

成績評価に加えるなどする。

21、

03CALL数室での授素は役に立っ

1，‘

②学生の反応とその分析

 （i）当初の反応

 5月下旬よりCALL教室の使用を開始したが、学生

は珍しさもあってか、かなり熱心がつ生真面目に取り組

んでいたように見えた。当初の導入意図に沿う成果が一

応得られた、という感触であった。前期末時に行ったア

ンケートの結果にも、この傾向は現れている。

［前期末時、1年1クラス42名対象］

3“

■着くそう念う

Gややそう念う

■どちらとも富えない

○あまりモ・う風わな1。、．

□全くそう念わない

 （i）学年を通じて

 年間を通じても、多くの学生は概ね真面目に取り組

んでいた。学年末時に行ったアンケート結果によれば、

当初と比べると意欲に欠ける学生が増えたのは事実だ

が、半数以上の学生からCALL教室を利用した授業は

礫しい、興味が持てる」との評価を受けている。個別学

習によって問題演習にアクセントをつけるという目的は

達することができたと判断している。ただし、多くの練習

問題にあたらせることができたかということや文法力をよ

り強化できたかというところについてはまだまだ改善の

余地があると思われる。

    ［学年末時、1年3クラス123名対象］

◎1CALL教室での緩集ま美しい、興味が持てる

洲2報

1㊥“ 8竈くそう思う

○ややそう思う

・どちらとも富えない

円あまリそう思わなし、

■全くそう尉つな1。、

01CALL業2での撮実は美しい興味が持てる

側

2“

3眺

●強くそう念う

口ややそう最う

■どちらとも■えな。、

回あまリそ・う風わなし、

■全くそう馬わない

02C＾LL徴皇での授業ではよく勧善している

⑰、 ●強くそう念う

回ややそう念う

■どちらとも買えない

回あまりそう思わない

●全くそう思オ，なし、

02CALL教皇での援実ではよく勉強している

31，‘

3帖

、

■強くそう恩う

1コややそう思う

．どちらとも■えない

回あまリそう思わなし、

■全くそう思わない

03CALL徴豊での授業は役I＝立っ

1む嶋 ●強くそう思う

口ややそう思う

●どちらとも■えない

○おまリそ・う思そ。なし、

■全くそう思わなし、
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③問題点と対策

 （i）タイピングが苦手な学生

 タイピングが苦手なため進度が遅くなったり、タイプミ

スによる不正解が串てストレスを感じている学生が見ら

れた。これに対しては、解答形式を元の全文解答式か

ら穴埋め式や選択式に代えるなどの対策を 部とった。

ただし、基本的にはタイピングも含め練習になると考え

ていたので、解答形式を簡単にする変更は全面的には

行わなかった。

 （i）解答だけを先に見る学生

 解答を入力することなく「採点」をして（当然「不合格」

の表示が出るのだが）r解説」にあるr解答例」を見る学

生がいた。これに対しては、ワークブックの答え合わせ

が主なのではなく問題を再度解いてみることが重要だと

学生に強調した。また、このようなやり方をしていたこと

が受講データから判明した場合には評価しないようにし、

その旨を学生に伝えた。

 （血）準備・事後処理に費やす教員の時間と労力

 特に準備に関しては多大な時間と労力を要した。科

日担当者（2名）である程度分担したが、慣れによる要

領のよさ以外には有効な対策は見つからなかった。

④展望

今回、CALL教室を利用して英文法の．演習をさせる試

みを行ったが、CALL教室をリスニングなど音声面以外

でも活用ができることが確認できた。

 筆者は、過去、一般のコンピュータ教室（CA1教室）を

利用して、同様の授業を行ったことがあるが、当時のエ

クセルを使用した自己流のやり方と比べると、CALLシス

テム専用のソフト『作って教材」は格段に本格的なもの

であり、手間もかなり省けるようになっている。とはいうも

のの、教員の準備の負担は相変わらず多大で、負担に

対する効果という面から考えると、もっと効率的な取組

みが望まれる。

 たとえば、今回は、本来書いて練習するという趣旨の

英文法ワークブックをCALL演習用に流用した形であっ

たが、中途半端な面があったことは否めない。問題点で

もあげたが、解答形式がパソコンの入力に向いていなし）

問題が多くあり、タイピングという他の技術的要素に左

右される割合が高くなってしまった。やはり、今後は既

存のワークブック等ではなく、コンピュータを用いた個別

学習の形態にふさわしい形式の問題を使用していく方

向が望ましいと思われる。そのために考えられる一つの

方法としては、教員（複数が望ましい）による問題の自作

である。この場合、時間と労力がかかったとしても活用

は1年限りのものではなくなる。また、発想を変えて、市

販の英文法演習ソフト（適当なものがあればだが）を導入

することも十分検討の余地があるだろう。

 CALL教室での英文法演習は、現段階では、今回の

ようにあくまで普通教室での一斉授業を補完するもので

あるが、CALL教室で使える適当な演習問題の量が十

分に確保できれば、将来的には両者の立場が入れ替

わるかもしれない。

2．2平成19年度r英語1V」（4年、通年2｝位）

①内容

 同科日では、TOEICテストを意識した、リーディング、

リスニング、グラマーの演習を行った。教科書は

“Power－Up English〈1ntemediate＞”（』ACETリスニング

研究会、南雲堂）で、他に前学年から継続して英単語

集“Vita13000’’（文英堂）を用いた。2時間違続の授業

一53一
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のうち最初の1一條ﾔは、普通教室で単語テストと教科書

の各Unitのグラマー、リーディングのセクションの問題

演習を行い、後の1時間はCALL教室での演習にあて

ることを基本とした・（ただし、教科書の進度等によって2

時間の授業構成にはかなりばらっきがあった。）

CALL教室で行った授業活動のうち学生が各自のパ

ソコン端末を使用して行ったものは、以下のとおりであ

る。

a）教科書のグラマー問題、リーディング問題の答え合

わせの一部（大部分は、普通教室で解答した）

b）教科書のリスニング問題演習

。）「作って教材」用のTOElC演習ソフトによる演習

d）英単語集COCET3300のオンライン学習などであ

る。（“Vita13000”を終えた学年末の時期に行った。）

 （i）準備

 a），b）については、教員が事前に「作って教材」を使

って、教科書の問題文（b）の場合は音声ファイルも）と

解答、解説を教員用パソコンに打ち込み、問題を用意

しておく。c），d）については、演習の要領を最初に説明

するだけで、教員による毎回の準備の必要はない。

 （i）授業

 a），b）については、前述のr英語表現I」の場合と基

本的に同じである。C）についても、他の教科書・ワーク

ブック等に基づかない独立したTOElC演習教材である

点を除けば、演習の流れは同じである。（どれも「作って

教材」の受講選択画面からスタートする。）問題は

TO団Cテストの形式に倣っていて、授業ではリスニン

グ・セクション（Paれ1～4）のみを扱った。d）では、インタ

ーネットからオンライン学習サイトにアクセスし、学生各

自が自分のぺ一スで問題演習を進めていく。（この活動

に関しては、第3学年r英語皿」で本格的に行われてい

た。詳細は、本校研究紀要第42巻（2008年7月）rオン

ライン教材COCET3300を利用した英単語学習（西
野）」を参照されたい。）

 （血）事後処理

 a），b），c）については、「英語表現I」の場合と同様で

ある。d）についても、オンライン学習サイトに教員・管理

者として入り、学生の受講状況・成績データを引き出し、

成績評価の一部として利用一した。

また、ホームルーム教室からCALL教室への移動が面

倒だというような感想も聞かれた。

［前期末時、4年1クラス37名対象］

L

01CALL徴室での授実・；I＝素…しい．興味が蛉てる

35一
43，‘

●書くそう最う

○ややそう念う．

．どちらと舳え帆’1

■≡3参まリそう最わな■．、・

■全くそ・う最わなし、 ≡

02CALL教室での授素で1まよく勉強している．

8－3，5報

、①… 1・葺くそう思う

蝋二簑えない！1

1回榊そう肋ない1

幽わない 1

②学生の反応とその分析

 （i）当初の反応

 教科書、単語集ともにCALL教室を使用しなくても授

業が進められる（単語テストはホームルーム教室のほう

が適当）状況でのCALL教室使用ということで、学生に

はCALL教室を使う目新しさによる動機付けは、1年の

「英語表現I」と比べると、あまり見られないようだった。

「                         1
一      ◎3CALL識童での授桑．；1＝授．二立つ       ：

：    ㎝
l                               l

l   1畷■1
  棚      1・どちらと汕えない11
             ≒恥刺そう腕ない1；
         8， 1・全くそう肺ない」1

 （i）学年を通じて

学年を通してCALL教室で行った活動は。）のみである

が、TOElCテストのリスニング問題の形式に慣れるという

ことではよい活動であったように思う。ただ、時間の関係

で問題演習がほとんどだったため、復習・積み重ねとい

った面では不満が残るところである。（学生の多くは、

Part3，4あたりにはついていけない状況だった。）後期

以降、a），b）のような教科書に即した活動を増やしたが、

学生は概ね真面日に取り組んでいたように見えた。特

にb）は音声ファイルを入れた形で問題化することで、

個人学習の形態がとれるようになりよかったと思う。d）は

従来式の単語集学習の後で導入したため、目新しさも

手伝ってか、学生は楽しそうかつ意欲的に取り組んでい

た。やはり、オンライン学習というCALL教室にふさわし

い活動だったことが大きな要因だったと思われる。全体
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CALL教室を利用した英語授業

として、CALL教室の機能を生かしきった授業展開では

なかったがこ普通教室ではできない部分を補えたので

はないかと思う。アンケートでも、学年末時のほうが「楽

しい、興味が持てる」の割合が増加するという結果となっ

た。

［学年末時、4年3クラス111名対象］
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③問題点と対策

（i）普通教室での授業との兼ね合い

 教科書の進度の関係で、CALL教室の活動時間・内

容が不安定だった。教科書の問題を普通教室で考えさ

せCALL教室で答えあわせをするなどの融合化を図っ

たが、消化不良の面は残った。

（五）CALL教室の機能をいかした演習の時間の不足

 これも教科書を中心として授業を進めるという制約が

あるため、有効な演習と思われる活動も十分には時間

を確保できなかった。

④展望

 今回CALL教室を利用して、一般的な普通教室での

授業に個人学習の要素を取り入れた授業を年間を通し

て行うことができた。ただし、さらにCALL教室の利点を

生かした授業を展開しようとするなら、教科書の選択に

も配慮すると同時に、教材・授業活動を十分精選して臨

まなければならないであろう。とすれば、先の「英語表現

I」の例と同様、もしくはそれ以上に、CALL教室の機

能をフルに活用できる市販教材ソフトウェアを導入する

という選択肢も望ましく思われる。
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3．平成20，21年産の授業例

 竿音は、授業担当学年の由係で、平成19年度の

CALL教室活用法をそのまま継続した授業はその後行

っていない。以下に平成20年度以降で筆者も担当した

CALL教室利用授業の例を紹介するが、学生に対して

アンケートをとる等の検証は行っていないので、概要の

報告にとどめる。これらの授業例は、筆者のアイデアと

いうよりも、前年度の担当者あるいは他の担当者のアイ

デアによるところが大きい。本校英語科のCALL教室活

用の取り組み例として見ていただきたい。

時間はあるが）各自が自分のぺ一スで問題に取り組む

ことができている。会話演習では、CALL教室に隣接す

る『CALL準備室」のスペースを利用し、学生4人グルー

プ（毎回2～3グループずつ）とNETが会話をする。会

話をしているグループ以外の学生は、各自簡単な英語

プレゼンテーションを行うための英文原稿作りを行って

いる。日本人教員はその問、学生の質問を受けるなどし

ている。学生は原稿ファイルを完成させ提出した後、

NETの添削を受け、原稿訂正、その原稿を元にプレゼ

ンテーションを行う。会話演習、英語プレゼンテーション

ともに年間で1グループ（人）2～3回行う予定である。

3．1平嘩20年度「英語表現I」（2年、通年2単位）

 本校現カリキュラムでは、『英語表現II」は主としてラ

イティングを扱っている。前期中間試験まではライティン

グのテキスト（文科省検定教科書）を用いた普通教室で

の授業のみであったが、前期末の期問から、NET（ネイ

ティブの英語指導員）との共同授業が月2回程度の割

合で入った。その共同授業の際はCALL教室を使用し
た。

 NETによるワークシートでのライティング演習などを行

？たほか、英文エッセー（自由英作文）のライティングに

取り組ませた。英文エッセー作成では、学生は各自の

パソコシでワープロソフトを使い英文原稿を作成し、ファ

イルをサーバ・コンピュータの所定のフォルダに提出す

るとともにプリントアウトしたものも提出する。プリントアウ

トされた原稿は、NETによる添削を受ける。添削済みの

原稿を返却された学生は、ファイル上で訂正を行う。原

稿訂正の際には、NETと日本人教員がCALL教室内を

巡回し、学生の質問を受けて訂正を助ける。学生は、訂

正済みのファイルを再提出する。

 このような英文エッセー作成の指導は、従来のように

普通教室を使って紙へ一スで行うことも可能であるが、

CALL教室を使用しNETの参加を得ることで、より効率

的で相互作用のある指導にできたと思う。

32平成21年度『英語表現皿」（3年、通年1単位）

 「英語表現皿」では、リスニング演習、英会話の基礎

演習（NETとのグループ会話）、英語による短いプレゼ

ンテーション演習などを行っている。授業は全てCALL

教室を使用し、（5月末以降は）毎時間NETとの共同授

業の形をとっている。

 リスニング演習は音声CD付のテキストを使用してい

て、普通教室でCDデッキを用いた一斉演習も可能だ

が、CALL教室活用という意味で、r作って教材」を使用

して学生が各自自分のパソコンでリスニング問題に取り

組めるようにしている。このような使用法によって（制限

3．3平成21年度「英語皿」（3年、通年．3単位）

 「英語皿」はリーディングを中心とした科日で、週3時

間の授業のうち2時間を普通教室で、残りの1時間を

CALL教室で行っている。普通教室ではリーディングの

テキストを用いた一斉授業の形式で授業を行っている

が、CALL教室では別のテキスト（英語構文に関する問

題集）をパソコンを使って解答していくという、個人演習

形式の授業を行っている。学生はテキストの解説・ヒント

を見ながら問題に解答する。解答は、．斗1の場合と同様

にファイルで提出する。教員は、学生が酔客中、質問が

あればそれを受けるが、基本的には盲生学習の形態で

ある。なお、教員は進度が速い学生のために、次のレソ

スンのr追加ヒント・解説」を作成し参照できるようにして

いる。また、一定の期間をとった後、各レッスンのr解答

例」を提示する。これらの提示はr作って教材」を通じて

行っている。この他、時間に余裕がある学生には、2．2

でふれた「COCET3300」のオンライン学習をするように

指示している。また、基本が自主学習の形態のため、数

分間これらの学習が中断してもあまり影響はない。そこ

で教員が学生を個別に指名し、別の一指導（例えば、英

文音読の指導やテストなど）を並行して行うこともある。

4．おわりに

 筆者が主として担当した平成19年度のCALL教室

利用授業の報告のr問題点と対策」r展望」であげた課

題点のうちいくつかが、その後の英語科教員の工夫に

より克服されっっあるように思われる。また、工夫だけで

はカバーしきれない大きな課題としてあげられていた

「CALL教室の機能をフルに活用できる市販教材ソフト

ウェアの導入」が、校長をはじめとする本校関係者の

方々のご理解とご支援により今年度中にも実現するはこ

びとなった。これにより、本枝のCALL教室活用は新た

な段階に入ることになるであろう。新しいソフトウェアとこ

れまでの活用法を適切に整理・融合させて、より効率

的・効果的なCALL教室活用をめざしていきたい。
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